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タイトル 
2024年度 特別選抜（学校推薦型選抜・社会人選抜） 

医学部保健学科 小論文問題 

評価の 

ポイント 

 

小論文Ⅲ 

 

問題 1 

 

本問題ではバッタの被害を題材にした文章を読解することにより、総合的

な知識、思考力、解決能力を評価した。評価にあたっては次の点を特に重

視した。 

 

問 1 

本文中に記載されている意味を正確に読み解き、単位の換算をした上で適

切に回答できるか評価した。 

 

問 2 

本文中に記載されている意味を正確に読み解き、該当事象について適切に

回答できるか評価した。 

 

問 3 

本文中に記載されている意味を正確に読み解き、該当事象について適切に

回答できるかどうかを評価した。 

 

問 4 

本文全体を正確に読み解き、既存の知識と統合しながら、当該事象につい

て自分なりの説明ができるかどうかを評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問題２[A]  

評価にあたっては、次のような点を特に重視した。 

・斜め衝突前後の運動を反発係数を用いて適切に記述出来ているか。 

・θと eの関係式を導けているか。 

・衝突直後の速さを指定した変数を用いて求めているか。 

 

 

問題２[B] 

問題文の条件からどのような化学反応が生じるかを正しく理解し論述で

きるか評価した。評価に当たっては、次のような点を特に重視した。 

・どのような構造変化を伴うか説明できているか。 

・生成物の種類・名称・性質を正しく記述しているか。 

・原料および生成物の量的変化を正しく理解・計算できているか 

 

問題２[C] 

問題文の情報からコドンの出現頻度、コドンとアミノ酸の対応を正しく導

くことができるかを評価した。特に、次のような点を重視した。 

・試験管内におけるタンパク質合成系が理解できているか。 

・コドンに含まれる塩基の存在比から、コドンの出現頻度を導けるか。 

・アミノ酸、コドンの出現頻度からコドンとアミノ酸の対応を導けるか。 

 

 

 

 



                                                 そ の 1  

 受 験  

番 号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の 1）  

 

 

問 題   1    

問 1  

 

 50万  匹  

 

 

 

 

 

 

問 2  

 

①  1日 に 自 身 の 体 重 と 同 じ 量 の 新 鮮 な 草 を 食 べ る こ と （ 大 食 ） ，  

②  １ 日 に 5～ 130キ ロ メ ー ト ル ほ ど 移 動 す る こ と が 可 能 で ， 約  

4,000キ ロ メ ー ト ル 以 上 も 飛 ん だ 記 録 も あ る 桁 外 れ の 距 離 を  

移 動 で き る 高 い 飛 翔 能 力 ， ③ 大 発 生 時 に は 一 つ の 群 れ が 500 

キ ロ メ ー ト ル を 超 え る ほ ど の 極 端 な 群 れ の 大 き さ 。  

（ 138字 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 採  点  欄   
 
  

2 0 2 4  推 ･帰 ･社  

 



                                              

 そ の 2  

 受 験  

番 号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の 2）  

 

問 3  

 

サ バ ク ト ビ バ ッ タ が 大 量 発 生 す る 際 に は ， 高 密 度 下 で の 群 生 相 の  

状 態 で あ り 黒 く な っ て い る が ， 大 量 発 生 し て い な い 普 段 の 状 態 で  

は 低 密 度 下 で の 孤 独 相 で あ り ， 緑 な ど 普 段 見 か け る 色 と な っ て い  

る 。 こ の た め に ， 普 段 の 状 態 で は ， 群 生 相 の 際 の 黒 い 色 の バ ッ タ  

は 見 つ か ら な い 。  

（ 124字 ）  

 

 

 

 

 

問 4  

 

①  食 糧 と し て の 農 作 物 が 食 い 尽 く さ れ る た め の 食 糧 不 足 の 問 題 ， ②  

家 畜 の 餌 と な る 農 作 物 が 食 い 尽 く さ れ る た め ， 収 入 の 減 少 な ど が 生  

じ る 貧 困 の 問 題 ， ③ サ バ ク ト ビ バ ッ タ の 生 息 地 が ア フ リ カ や ア ジ ア  

の た め ， 既 に 貧 困 層 が 多 い と こ ろ に 更 な る 貧 困 の 問 題 が 重 な る 。  

（ 118字 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 採  点  欄   

 

2 0 2 4  推 ･帰 ･社  

 



 

                                                 そ の 3  

 受 験  

番 号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の 3）  

 

 

問 題   2   選 択 し た 問 題 の 記 号 を 〇 で 囲 み な さ い 。  

 

 

[A]  [B]  [C]  
 

衝 突 前 の 速 さ を 𝑣， 衝 突 直 後 の 速 さ を 𝑣′と す る 。 な め ら か な 板 へ の  

衝 突 な の で ， 板 と 平 行 な 速 度 成 分 は 変 化 し な い 一 方 で ， 板 と 垂 直  

な 速 度 成 分 は 反 発 係 数 に 依 存 し て 変 化 す る 。 従 っ て ， 板 と 平 行  

な 方 向 の 関 係 式 は 𝑣 sin 𝜃 = 𝑣′ cos 𝜃よ り
𝑣′

𝑣
= tan𝜃 (1)。 ま た 板 に 垂 直 な  

方 向 の 関 係 式 は 反 発 係 数 を 用 い て 𝑒 =
𝑣′ sin𝜃

𝑣 cos𝜃
=

𝑣′

𝑣
tan 𝜃 (2)。 (1), (2) 

よ り 𝑒 = tan2𝜃と な る 。 力 学 的 エ ネ ル ギ ー 保 存 の 法 則 に よ り ，  

1

2
𝑚𝑣2 = 𝑚𝑔(ℎ −

𝑙

2
sin 𝜃)。 こ れ よ り 𝑣 = √2𝑔(ℎ −

𝑙

2
sin 𝜃) 

(1),(2)を 用 い て 𝑣′ = tan 𝜃 × √2𝑔(ℎ −
𝑙

2
sin 𝜃) = √2𝑔𝑒(ℎ −

𝑙

2
sin 𝜃)と な る 。  

 (292文 字 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 採  点  欄  

 

2 0 2 4  推 ･帰 ･社  

 



                                                 そ の 3  

 受 験  

番 号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の 3）  

 

 

問 題   2   選 択 し た 問 題 の 記 号 を 〇 で 囲 み な さ い 。  

 

 

[A]  [B]  [C]  
 

エ ス テ ル 化 が 生 じ ， 酢 酸 エ チ ル と 水 が 生 成 す る 。 酢 酸 エ チ ル は  

揮 発 性 が 高 く ， 生 じ た 酢 酸 エ チ ル は 気 化 し 芳 香 を 示 す 。 こ の 反 応 は  

酢 酸 ： エ タ ノ ー ル ＝ 1： 1で 進 行 し 、 ど ち ら か が 尽 き た 時 点 で 反 応 は  

終 了 し 芳 香 が 消 え る 。 酢 酸 の モ ル 数 は 0.1 mol， エ タ ノ ー ル の モ ル 数 は  

0.065 molで あ る た め ， 反 応 終 了 時 に は 0.035 molの 酢 酸 と 0.065 mol 

の 水 が 残 る 。 そ の 容 量 は 、 0.035×60/1.05＋ 0.065×18/1.00＝ 3.2 mLで あ る 。  

（ 213文 字 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採  点  欄  

 

2 0 2 4  推 ･帰 ･社  

 



                                                

そ の 3  

 受 験  

番 号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の 3）  

 

 

問 題   2   選 択 し た 問 題 の 記 号 を 〇 で 囲 み な さ い 。  

 

 

[A]  [B]  [C]  
 

Aと Gか ら 構 成 さ れ る コ ド ン は ， AAA， AAG， AGA ， AGG， GGG，  

GGA， GAG， GAAで あ り ， ペ プ チ ド ③ に お け る 出 現 頻 度 は ， 8/27，  

4/27， 4/27， 2/27， 1/27， 2/27， 2/27， 4/27で あ る 。 ポ リ ペ プ チ ド  

①  と ② の 結 果 と ア ル ギ ニ ン と リ シ ン の コ ド ン の 最 初 が Aで あ る こ と か ら ，  

GGGは グ リ シ ン ， ア ル ギ ニ ン は AGA， グ ル タ ミ ン 酸 は GAGに 対 応 す る 。  

ペ プ チ ド ③ の ア ミ ノ 酸 出 現 頻 度 と 考 え 合 わ せ る と ， 残 り の AGGは  

ア ル ギ ニ ン ， AAAと AAGは リ シ ン ， GGAは グ リ シ ン ， GAAは グ ル タ ミ ン 酸 に  

対 応 す る 。  

（ 255文 字 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採  点  欄  

 

2 0 2 4  推 ･帰 ･社  
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